
Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

電子デバイスシステムの業績拡大により増収増益電子デバイスシステムの業績拡大により増収増益
－２００４年度、史上最高の業績を見込むー－２００４年度、史上最高の業績を見込むー
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－１－

２００４年度中間連結決算説明会資料 ２００４年１０月２２日



Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

＜発＜発表表目目次＞次＞

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要
　　　　２００４年度中間期決算ハイライト　　　　　　　　　　　　　４
　　　　２００４年度中間期経営成績　　　　　　　　　　　　　　　　５

セグメント別営業概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　　　　セグメント別主要製品群の動向　　　　　　　　　　　　　　　　７
　　　　仕向地別売上高　　　　　　 　　　　　　　１１
　　　　損益計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
　　　　貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３
　　　　キャッシュ・フロー計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４
Ⅱ．２００４年度　業績予想
　　　　２００４年度業績予想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６
　　　　セグメント別業績予想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７
Ⅲ．経営戦略
　　　　経営戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３
　　　　事業戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４

－２－



Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

－３－

執行役常務（経理本部長）　　三澤　寛



Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

２００４年度中間期決算ハイライト

①売上高、営業利益、経常利益、当期純利益

　・全項目において、半期ベースでの過去最高値を更新

　・配当金を中間期・期末予想とも７円５０銭から１０円に増配

②日立電子エンジニアリングのグループ会社化

　・２００４年４月からの連結子会社化により、当社業績に大きく貢献

　　（統合効果　：売上高 ２８２億円／期、営業利益 ３０億円／期）

③半導体・液晶市況の改善で、電子デバイスシステムが増収増益

　・測長ＳＥＭ、プロセス製造装置、液晶関連装置等を中心に業績が拡大

④減損会計の前倒し適用

　・財務体質の健全性向上を図る

－４－

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要
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　（注）＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。　

　　　 ＊０４予想は、２００４年７月の第１四半期決算発表時の見通しです。

　　　 ＊％は前年同期比増減率を表しています。

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

【売　上　高】（億円）

－５－

２００４年度中間期経営成績

自社製品の好調により大幅増益を達成

＋２７％

29

158

71

59

112

134

68
63

105
73

40
48

0

50

100

150

200

０３中間 ０４計画 ０４予想 ０４中間

営業利益 経常利益 当期利益

【営業・経常・当期利益】（億円）

２.７倍

２.１倍

２.５倍

＜過去最高（半期ベース）＞

【売上高】　 ０３下期 ４,４６１億円（１０％増加）
【営業利益】 ００下期 　　８０億円（９６％増加）

【経常利益】 ００下期 　　９３億円（４４％増加）

【当期利益】 ００下期 　　５４億円（３５％増加）

実績 実績（04/4） （04/7） 実績 実績（04/4） （04/7）
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セグメント別営業概況

電子デバイスシステム、先端産業部材の業績が大幅に伸長

－６－

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

　（注）　％は前年同期比増減率を表しています。
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セグメント別主要製品群の動向（電子デバイスシステム）

自社製品（半装）（液晶）の拡大で業績大幅アップ
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1,000

０３中間実績 ０４中間実績

売上高（億円）

【プロセス装置】　
　・国内半導体メーカの投資回復により増加

　

【評価・解析装置】　
　＜測長ＳＥＭ＞

　・韓国・台湾向けが好調

　＜外観検査装置＞

　・（ＤＥＣＯ）製品の拡充により増加

【液晶装置】　
　・アジア地域の液晶パネルメーカの投資活発化

　により増加

６２５

１,１２７

－７－

＋２４％

＋６４％

２.３倍

２.６倍

（注）　＊％は前年同期比増減率を表しています。

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

プロセス装置

評価・解析装置

液晶装置

その他

＋８０％
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セグメント別主要製品群の動向（ライフサイエンス）

バイオ・医用分析装置ともに低迷

0

250
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０３中間実績 ０４中間実績

【バイオ関連製品】　

　＜ＤＮＡシーケンサ＞

　・需要の一段落により微減

　＜汎用分析機器＞

　・液体クロマトグラフは微増

【医用分析装置】　

　・医療費抑制により横ばい推移

売上高（億円）

４３４
４１８

－８－

△２％

＋８％

△１３％

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

医用分析装置

バイオ関連製品

その他

（注）　＊％は前年同期比増減率を表しています。

△４％
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セグメント別主要製品群の動向（情報エレクトロニクス）

半導体、チップマウンタ、有機ＥＬ製造装置が好調
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1,000

1,500

０３中間実績 ０４中間実績

【組立装置】　

　＜チップマウンタ＞

　・中国を中心としたアジアでの活発な設備投資

　により増加

　＜有機ＥＬ製造装置＞

　・韓国・台湾向けが堅調

　　

【半導体】　

　・アジア向け携帯電話用半導体が好調　

【メディアデバイス・情報家電】

　＜メディアデバイス＞

　・ＴＦＴ、二次電池等が増加

　

売上高（億円）

１,５１７

１,７３６

－９－

△１８％

△１％

＋３７％

＋３５％

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

＋２７％
ﾃﾞﾊﾞｲｽ・家電

半導体

組立装置

情報制御システム

その他

（注）　＊％は前年同期比増減率を表しています。

＋１４％
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セグメント別主要製品群の動向（先端産業部材）

電子デバイス材料や工業材料が増加

0

500

1,000

1,500

０３中間実績 ０４中間実績

売上高（億円）

【光関連部材】　

　・情報映像市場の拡大により、液晶プロジェ

　クタ用光学部品が堅調

【電子デバイス材料】　

　・デジタル家電や携帯電話の好調により、

　シリコンウェーハと液晶関連材料が増加

【工業材料】　

　＜鉄鋼・非鉄・樹脂＞

　・旺盛な素材需要と原料価格の高騰で増加

１,２７３

１,６２５

－１０－

＋２９％

＋３５％

＋２６％

＋１７％

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

工業材料

電子デバイス材料

光関連部材

その他

（注）　＊％は前年同期比増減率を表しています。

＋２８％
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仕向地別売上高

電子デバイスシステムのアジア向け取引が増加

－１１－

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

1,023

1,654

424

433
462

1,899

2,19341

583

42

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

０３中間実績 ０４中間実績

（億円）

【国　内】　

　・半導体製造装置や工業材料が増加

【北　米】　

　・光関連部材が増加

【欧　州】　

　・携帯電話用半導体等が増加

【アジア】　

　・有機ＥＬ製造装置や液晶関連材料が増加

３,８５０

４,９０６

＋２６％

＋２％

＋２％

＋１５％

＋６２％

（注）　＊％は前年同期比増減率を表しています。

その他
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北　米

欧　州

アジア

＋２７％
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損益計算書

営業利益１５８億円（前年同期比２.７倍）、当期利益７３億円（同２.５倍）

－１２－

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

＋４４２．５倍２９７３当 期 純 利 益

＋６３

＋１９

２．０倍

＋５７．１％

６３

３３

１２５

５２

税 前 純 利 益

法 人 税 等

厚生年金代行部分返上益　４０億円

減損損失　５６億円

＋７１

△８

２．１倍

－

６３

０

１３４

△８

経 常 利 益

特 別 損 益

雑損失（棚卸資産評価損　２５億円　）

＋９９

＋７

＋３５

２．７倍

＋８１．０

７．７倍

５９

９

５

１５８

１６

４０

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

（ＤＥＣＯ）統合による経費増加　４０億円

＋１４５

＋４６

＋２９．２

＋１０．５

４９７

４３８

６４２

４８４

売 上 総 利 益

販 管 費 等

＋１，０５６

＋９１１

＋２７．４

＋２７．２

３，８５０

３，３５２

４，９０６

４，２６３

売 上 高

売 上 原 価

主　な　増　減　要　因
前　年　比

増　減　額

前　年　比

増減率（％）

０３年度

中間期

０４年度

中間期
科　　目

（億円）
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貸借対照表

自己資本１,６６５億円、前年度比６０億円増加（自己資本比率 ３７％）

－１３－

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要

△１２４４，６２９４，５０５
負債・資本

合　計
△１２４４，６２９４，５０５

　資　産　

合　計

＋６０１，６０５１，６６５資本合計

＋２

当期利益　＋７３

３６

７９

１，１４４

３８１

３８

７９

１，２０５

３８０

少数株主持分

資本金

利益剰余

その他

△８２

減損　△５６

１，０４６

６２０

１１４

３１２

９６４

５６３

１０９

２９３

固定資産

　有形固定

　無形固定

　投資他

△１８６２，９８８２，８０２負債合計

△５３

代行返上　△４０

長期借入　△１０

３６２

３２７

３５

３１０

２８８

２２

固定負債

　退職給付

　その他

△１３３

△１０３

銀行借入　△９４

２，６２５

１，８８３

２７０

２５０

２２２

２，４９２

１，７８０

２１３

２６９

２３０

流動負債

　買掛金等

　短期借入

　未払費用

　その他

△４１

△２８

償還　△３０

商品　＋３０

預け金　△３０

３，５８２

４１７

２，３４６

４１

５５９

１４１

１８

８６

△２６

３，５４０

３８９

２，３４１

１２

５９６

１７１

１６

４２

△２７

流動資産

　現金預金

　売掛金等

　有価証券

　棚卸資産

　繰延税金

　前渡金

　その他

　貸倒引当

増　減　要　因０４／３０４／９負債・資本増　減　要　因０４／３０４／９資　産

（億円）
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キャッシュ・フロー計算書

借入金の圧縮

科  目 ２００４年度中間 主なキャッシュ・フローの増減要因 

営業活動による             
キャッシュ・フロー             ＋３億円 

税引前利益 １２５億円、減価償却費 ４４億円、 
減損損失 ５６億円、仕入債務 △１１５億円、 
たな卸資産 △５８億円、法人税等 △５１億円 
 

投資活動による             
キャッシュ・フロー             ＋８億円 

運用債券の償還 ３０億円 
投資有価証券の売却 ６億円 
有形・無形固定資産の取得 △３２億円 
 

財務活動による             
キャッシュ・フロー             △７８億円 

短期及び長期借入金の返済 △６７億円 
配当金の支払 △１０億円 
 
 

現金等の増減 △５８億円 現金及び現金同等物に係る換算差額 ８億円 

現金等の期末残高             ３８８億円  

 

 
－１４－

Ⅰ．２００４年度中間期　決算概要
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Ⅱ．２００４年度　業績予想

－１５－

執行役常務（経理本部長）　　三澤　寛
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【営業・経常・当期利益】（億円）

－１６－

２００４年度業績予想

全項目において、史上最高値を見込む

＋１３％

＋８０％

＋６２％

＋７３％

Ⅱ．２００４年度業績予想

　（注）　＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。

　　　　　＊０４予想は、２００４年７月の第１四半期決算発表時の見通しです。

　　　　 ＊％は前年度比増減率を表しています。

＜過去最高（年度ベース）＞

【売上高】　 １９９６年 ８,９５１億円（　４％増加）
【営業利益】 ２０００年 　１４７億円（７０％増加）

【経常利益】 ２０００年　 １６４億円（３５％増加）

【当期利益】 ２０００年 　 ７７億円（６１％増加）

実績 予想（04/4） （04/7） 実績 予想（04/4） （04/7）
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０３実績 ０４計画 ０４業予

電子デバイスシステム

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

2,764 2,720 3,081

3,278 3,180
3,307

1,376 1,700
2,135

827
900892

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

０３実績 ０４計画 ０４業予

電子デバイスシステム

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

８,３１１

セグメント別業績予想

電子デバイスシステムの業績が拡大

【売上高】（億円） 【営業利益】（億円）

１３８

８,５００

１５８

－１７－

９,３５０
２４９

＋１１％

＋１％

△７％

Ⅱ．２００４年度業績予想

　（注）　＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。　　　　＊％は前年度比増減率を表しています。

＋５５％

３.９倍

△１６％

＋６１％

＋１０％
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0

500

1,000

1,500

2,000

０３実績 ０４計画 ０４業予

セグメント別業績予想（電子デバイスシステム）

好調な市況と（ＤＥＣＯ）統合により業績が大幅向上

売上高（億円）

【前年度比】　　７５９億円増加

　＜プロセス装置＞

　・国内向けエッチャが増加

　＜評価・解析＞

　・アジア向け測長ＳＥＭ及びウェーハ検査装置

　が増加

　＜液晶装置＞

　・韓国・台湾向け製品が増加

【０４計画比】　　４３５億円増加

　・エッチャが増加

　・測長ＳＥＭが伸長

　・液晶関連装置が増加

１,３７６

２,１３５

－１８－

１,７００

＋１６％

＋３５％

２.８倍

＋６５％

Ⅱ．２００４年度業績予想

　（注）　＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。

　　　　 ＊％は前年度比増減率を表しています。

プロセス装置

評価・解析装置

液晶装置

その他

＋５５％
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0

500

1,000

０３実績 ０４計画 ０４業予

セグメント別業績予想（ライフサイエンス）

医用分析装置の伸び悩みから微減

８９２

８２７

－１９－

９００

△３％

＋５％

△１９％

Ⅱ．２００４年度業績予想

売上高（億円）

【前年度比】　　６５億円減少

　＜バイオ関連製品＞

　・ＤＮＡシーケンサの需要一巡により横ばい

　＜医用分析装置＞

　・生化学自動分析装置が横ばい

【０４計画比】　　７３億円減少

　＜その他＞

　・各種分析装置他が減少

　（注）　＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。

　　　　 ＊％は前年度比増減率を表しています。

医用分析装置

バイオ関連製品

その他

△７％
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0

1,000

2,000

3,000

０３実績 ０４計画 ０４業予

セグメント別業績予想（情報エレクトロニクス）

組立装置及び半導体が好調

３,２７８ ３,３０７

－２０－

３,１８０

△１７％

△３％

＋１６％

＋２０％

Ⅱ．２００４年度業績予想

売上高（億円）

【前年度比】　　２９億円増加

　＜組立装置＞

　・有機ＥＬ製造装置とチップマウンタが増加

　＜半導体＞

　・携帯電話用半導体が増加

　＜メディアデバイス・情報家電＞

　・北米向け情報家電が減少

【０４計画比】　　１２７億円増加

　＜半導体＞

　・携帯電話用半導体が増加

　

△３％

　（注）　＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。

　　　　 ＊％は前年度比増減率を表しています。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ・家電

半導体

組立装置

情報制御システム

その他

＋１％
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0

1,000

2,000

3,000

０３実績 ０４計画 ０４業予

セグメント別業績予想（先端産業部材）

旺盛な素材需要をうけ、工業材料が好調

２,７６４

３,０８１

－２１－

２,７２０

＋７％

＋１４％

＋２１％

△３％

Ⅱ．２００４年度業績予想

売上高（億円）

【前年度比】　　３１７億円増加

　＜工業材料＞

　・旺盛な素材需要による増加

　＜電子デバイス材料＞

　・液晶関連材料が増加

【０４計画比】　　３６１億円増加

　＜工業材料＞

　・旺盛な素材需要による増加

　（注）　＊０４計画は、２００４年４月の本決算発表時の見通しです。

　　　　 ＊％は前年度比増減率を表しています。

工業材料

電子デバイス材料

光関連部材

その他

＋１１％



Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

Ⅲ．経営戦略

－２２－

執行役社長　　林　將章
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経営戦略

ー市場の伸びを上回る高成長・高収益企業の実現にむけてー

Ⅲ．経営戦略

－２３－

①① 自社製品の高収益化自社製品の高収益化

　　・「選択と集中」による収益力の向上

　　・日立の研究所や大学との連携による開発力の強化

②② 商事部門のビジネスモデル転換商事部門のビジネスモデル転換

　　・付加価値付与型事業への転換

③グローバル（特に中国）事業の拡大③グローバル（特に中国）事業の拡大

　　・自社製品と商社機能を併せ持つメリットの有効活用
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事業戦略（自社製品①）

【エッチング装置】開発の重点化と絶縁膜機のシェアアップ

－２４－

市　場

①開発の重点化

戦　略

新製品の早期立上げと現有製品の高付加価値化

②成長する絶縁膜市場でのシェア拡大

Ⅲ．経営戦略

絶縁膜
900億円

5％

16％

ゲート
800億円

当社１％

メタル
300億円

14％

０３年

2,000億円

【出所】Gartner Dataquest

当社

当社

市場環境に打ち勝つ事業体質の実現

２００３年度　１％　→　２００６年度　５％

（０６年目標）
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事業戦略（自社製品②）

【半導体評価・検査装置】測長ＳＥＭの強化と次世代検査装置の育成

－２５－

Ⅲ．経営戦略

戦　略

市　場

① 測長ＳEM ② 検査装置
5

17％０３年

1,260億円

当社

・高収益製品

・他社との

競争激化

％
・市場規模大

・シェア小

68％

０３年

356億円

当社

65％

（０６年目標）

（０６年
　目標）

①測長ＳＥＭ

　一層の競争力強化によるシェアアップ

②検査装置

　開発力の強化とラインアップの拡充

　によるシェア拡大

【出所】Gartner Dataquest
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事業戦略（自社製品②）

【半導体評価・検査装置】ラインアップの拡充によるトータルソリューションの提供

－２６－

Ⅲ．経営戦略

精
密
検
査

診
断

日
立
ﾊ
ｲﾃ
ｸ

A社 B社

管理ｼｽﾃﾑ 歩留管理

【日立ハイテク】 評価検査

解析装置のﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ

測長SEM

異物検査装置

光学式外観検査

SEM式外観検査

面板検査装置

欠陥ﾚﾋﾞｭｰSEM       

検査

ﾚﾋﾞｭｰ装置

計測

合せ精度測定

原子間力顕微鏡

評価用SEM     

断面観察SEM

超薄膜評価装置

FIB  

TEM

解析装置

LSI健康管理の総合病院化

ｲﾝﾗｲﾝ評価
検査装置

測長SEM 外観検査装置 異物検査装置

超薄膜評価装置 FIB SEM

ｵﾌﾗｲﾝ検査
解析装置

半導体向けｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ技術開発

定評のあるμｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ技術で、ｲﾝﾗｲﾝ
検査技術と解析技術をｼｰﾑﾚｽに連結

不良
箇所

FIB
切断

摘出 共通サンプルホルダ

試料台

固定
分析

サンプル

10μm

8 um

プローブﾌﾟﾛｰﾌﾞ

摘出中のｻﾝﾌﾟﾙ

治療指針治療指針
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事業戦略（自社製品③）

【液晶関連装置】次世代対応製品の拡販によるＤｉｐへの対応

① 第６・７世代対応製品の拡販

② コスト低減による０５年Ｄｉｐに備えた体制構築

③ 重点顧客とタイアップした新製品の継続投入

④中国市場への製品展開と市場開拓

⑤先行技術開発の推進

戦　略

②世代別投資比率

①液晶設備市場
（億円）

市　場

2,306 
2,847 

3,575 3,754 

：日立ハイテクの
　対象市場

6,256 

０１ ０２ ０３ ０４ ０５

6,000

4,000

2,000

0

（％）

　
　
　
　0

60

80

100

０１ ０２ ０３ ０４ ０５

40

20 ７世代

４世代＜３.５世代

５世代
６世代

Ⅲ．経営戦略

【出所】ＳＥＡＪ

当社グループの販売ネットワークを

活用したグローバル展開

－２７－
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事業戦略（自社製品④）

【ライフサイエンス】「創薬・診断」市場に向けた新製品の開発

Ⅲ．経営戦略

戦　略

市　場

① プロテオーム解析用質量分析装置の立ち上げ
② 試薬メーカとのアライアンスによる試薬・装置のシステム販売
③ 心臓磁気計測システムの販売開始

　　　　　　

　　　　　　

プロテオーム解析
用質量分析装置
（ナノ LC-MS）

遺伝子構造
解析用装置
（DNAｼｹﾝｻｰ）

蛋白、遺伝子
分子解析装置
（HPLC）

蛋白質
構造解析装置
（NMR）

遠心機

診断用プロテイン

チップ／糖鎖チップ
解析システム

診断用ＤＮＡチップ
解析システム

診断用生化学・免疫

自動分析装置

市場規模　大

市
場
伸
び
率　

大

「創薬・診断」市場

「リサーチ」市場

－２８－

日立ハイテクが
目指す方向性
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事業戦略（自社製品⑤）

【チップマウンタ】ターレットとモジュラーでチップマウンタ事業を拡大

－２９－

【チップマウンタ市場（タイプ別出荷金額）】

20052005年度年度20032003年度年度

戦　略

市　場

【２強製品体制の確立】

①ターレットマウンタ「TCM-Xシリーズ」の拡販（特徴　：高スループット、極小チップの高精度実装）

②モジュラーマウンタ「GXH-1」の市場投入　　（特徴　：高スループット、高品質実装能力）

Ⅲ．経営戦略

1,950億円 2,350億円

ﾀｰﾚｯﾄ
390億円

ﾀｰﾚｯﾄ
350億円

ﾓｼﾞｭﾗｰ
610億円

ﾓｼﾞｭﾗｰ
870億円

中速
640億円

中速
800億円

多機能
310億円 多機能

330億円
【出所】日本ロボット工業会

当社　３１％ 当社　３３％

当社　１０％
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事業戦略（自社製品の研究開発体制）

日立の研究所及び外部提携先との連携による迅速な新製品開発

－３０－

日立製作所日立製作所
研究拠点研究拠点

日立ハイテクノロジーズ日立ハイテクノロジーズ
研究開発部門研究開発部門

外部取引先外部取引先
との提携との提携

顧客ニーズに対応した新製品の迅速な開発顧客ニーズに対応した新製品の迅速な開発

中央研究所

機械研究所

生産技術研究所

基礎研究所

東京精密

（外観検査装置）

ﾛｼｭﾀﾞｲｱﾉｸﾞｽﾃｨｸｽ
（医用分析装置）

ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞﾊﾞｲｵｼｽﾃﾑｽﾞ
（ＤＮＡシーケンサ）

提携先との

共同開発

電子ﾋﾞｰﾑ応用技術

日立研究所

ｼｽﾃﾑ開発研究所

北海道大学
（糖鎖研究開発）

東京大学
（ﾀﾝﾊﾟｸ質立体構造研究）

基礎技術・

各種応用技

術の活用

大阪大学等
（ﾀﾝﾊﾟｸ質解析LC/MS評価）

Ｓｅｌｅｔｅ

（次世代マスク用ＥＢ装置）

ＮＥＤＯ

（次世代絶縁膜用エッチャ）

プラズマ制御技術

光応用計測技術

質量分析技術

バイオ・生化学
分析技術

＜電子デバイスシステム＞

＜ライフサイエンス＞

Ⅲ．経営戦略

電子部品実装技術

＜情報エレクトロニクス＞



Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

事業戦略（商事部門）

「付加価値付与型事業」へのビジネスモデル転換による収益性の向上

－３１－

Ⅲ．経営戦略

課　題構成比率

＜課　題＞

①商権確保と収益性の向上

②仲介型業務からの業務転換

＜戦　略＞

ビジネスパートナー（顧客・仕入先）との

アライアンスによる「付加価値付与型事業」

へのシフト推進

（出資、融資、共同開発、設備貸与、製造、

　保守サービス等）

商事
部門

自社
製品

商事
部門

自社
製品

【売上高】

【営業利益】
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事業戦略（商事部門）

【具体例】「付加価値付与型事業」

－３２－

今後の事業の取り組み

Ⅲ．経営戦略

有機ＥＬ製造装置事業

　 資本参加による生産能力の増強

製造装置メーカ
トッキ（株）

他装置
メーカ

有機ELパネルメーカ

日立ハイテク

（出資）

①トッキへの資本参加（３．３％）と試作設備貸与

②トッキ製品を核にラインアップ増強

１．先端高機能材料の開発

①カーボンナノチューブを使用したＦＥＤ製造

　バリューチェーンの開発

②ナノプリント技術を使用した高機能材料の開発

③燃料電池関連材料への取り組み

２．自動車関連事業の開発

①テレマティクス事業への参画

②ディーゼル排ガス処理システムの開発
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事業戦略（グローバル事業の拡大）

最先端情報を活用した開発の促進とグローバル事業展開

【日　本】

１９拠点１９拠点

【海　外】

２３ヵ国、７６拠点２３ヵ国、７６拠点

販売拠点製造拠点

製造拠点とグローバル販売拠点の情報ネットワーク製造拠点とグローバル販売拠点の情報ネットワーク

海外
2,713
(55.3%)

国内
2,193
(44.7%)

【仕向地別売上高】

０４中間

４,９０６億円

Ⅲ．経営戦略



Copyright© 2004 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

アジア他

欧州
北米

中国
台湾

－３４－

　① 地域戦略と個別事業戦略を組合わせた機動的展開（販売・調達・生産）

　② ＣＥＰＡ／新外資企業法に基づく国内流通業、貿易・サービス事業への進出

　　　　CEPA ：Closer Economic Partnership Arrangement (04.4 施行) 　　新外資企業法：外商投資商業領域管理弁法 (04.6 施行)

【中国売上計画】

事業戦略（中国事業の拡大）

成長市場の中国地域への積極的な事業展開

２００４年度

海外売上高

0

500

1,000

1,500

2,000

０２実績 ０３実績 ０４予想

（億円）

Ⅲ．経営戦略
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＜資料取り扱い上の注意＞

①本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、すべて連結です。

②数値情報は、億円未満を四捨五入しています。

③増減率は、円単位で計算しています。

④「Ⅲ．経営戦略」での２００５年度業績及びシェアは、今回の２００４年度業績予想とは

別の【参考計画値】です。

⑤本プレゼンテーションで述べられている将来の当社業績に関する予想は、現時点で知

りうる情報をもとに構築されたものです。当社の参画する産業界はテクノロジーの変化が

速く、競争の激しい産業です。また、世界経済、半導体市況など、当社の業績に直接的・

間接的に影響を与える様々な外部要因があります。したがいまして、今後、当社の業績

が本プレゼンテーションと異なる可能性があることをお含みおきください。但し、大きな変

動がある場合は、証券取引所の適時開示規則及び当社の自発的判断等に基づき、その

都度公表していく所存です。

以　上

－３５－


